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●トマト 

夏が旬のトマトには、グルタミン酸といううまみ成分が

たっぷり。イノシン酸等のうまみ成分を含む肉や魚と組

み合わせると、うまみの相乗効果で一層おいしく感じ、

食が進みます。今月は、サマー 

スパゲティ（トマト＆ツナ）で味わいます。 

 

旬の食材と献立 
 

 

夏場に食欲がわくよう、にんにく、生姜、カレー粉、レモン、

梅干しなどを使用した料理を多く取り入れました。 

【新献立】おひさま寒天 

 トマトジュースとりんごジュース、 

レモン汁を使ったおやつです。 

ひんやり、さっぱりとした味わいです。 

献立の紹介 

給食レシピを紹介します 

6 月の給食で子どもたちに大変好評だった献立です。ゼリーフ

ライは埼玉県行田市のご当地グルメです。「ゼリー」が入ってい

るわけではありません。もともとは「銭フライ（ぜにフライ）」と呼ば

れていて、形が小判（昔のお金）に似ていたことからこの名前が

つきました。それがなまって「ゼリーフライ」になったと言われてい

ます。おからにじゃが芋や野菜を混ぜて形を整え、油で揚げま

す。見た目はコロッケに似ています。 

 

ゼリーフライ 
給食の時間のうれしい一言 

「また一緒に食べようね」 

保育園では、子どもたちが安心して給食を

楽しめるよう、月に 2 回のサイクルメニューを

取り入れています。同じ献立が繰り返し登場

することで、「この前食べたね」「また食べられ

るね」と、子どもたちも次の給食を楽しみにし

ている様子が見られます。 

先日、4 歳児クラスの子どもたちと一緒に

給食を食べる機会がありました。その日のメ

ニューは、新メニューの「ミートソース丼」。ひ

き肉と野菜をたっぷり使い、肉も野菜もバラン

スよく摂ることができる、子どもたちにも食べ

やすい献立です。給食を食べながら「おいし

いね」と話していると、同じテーブルに座って

いた男の子が「先生、今度のこのメニューの

ときも一緒に食べようね！」と声をかけてくれ

ました。その言葉からは、ミートソース丼を気

に入ってくれたことはもちろん、一緒に食べる

時間を楽しんでくれていたことも伝わり、とて

もうれしい気持ちになりました。 

給食の時間は、栄養を摂るだけでなく、食

べる楽しさや人とのつながりを感じられる大

切な時間です。何気ない一言でしたが、給食

を楽しみにしてくれている気持ちや、一緒に

食べる時間をうれしく思ってくれていることが

伝わり、とても心が温かくなりました。 
これからも子どもたちの「おいしい！」や「ま

た食べたい！」「みんなで食べるとおいしい」

という気持ちを大切にしながら、給食づくりに

取り組んでいきたいと思います。 

イラスト：川崎市保育士・栄養士 

こども未来局 

保育・子育て推進部 


